



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こえゆく者（1）」（『富山大学人文学部紀要』第 67号 2017年 8月でも，少し言及した。





























































－ 38 － － 39 －
富山大学人文学部紀要 「朋友」について̶「仁を輔くる」観点から̶
や「善」を「私」のものにしていると言える。
34）「朋友には仁を輔け善を責むる道有り，財を通じ死を許す義有り。古人或は互に臣僕と為る者有り，
或は其の寡婦孤女を養う者有り。」（『童子問』巻の中第四十四章）
35） 「聖門之学　通於天下　達於人倫　非若異端之徒　蔑視人事　彼自彼　此自此　支離隔断　不相済用」
也」（『語孟字義』巻之下忠恕第五条）。この説明が「忠恕」の項にあることも，仁斎が学びを人と人と
をつなげ，人と人との間において為されていくものであることの証左であろう。
